
本
会
の
活
動
か
ら

　

実
習
で
は
、
労
働
衛
生
機
関
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割

に
つ
い
て
の
聴
講
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
写
真
上
）。

　

本
会
で
は
毎
年
、
産
業
医
科
大
学
が
医
学
部
の
５
年
生

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
産
業
医
学
現
場
実
習
に
協
力
し
て

い
る
。
こ
の
実
習
は
、
現
場
に
お
け
る
産
業
医
の
役
割
と

活
動
を
学
生
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
産
業
医
業
務

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
産
業
医
志
向
を
よ
り
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
の
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年

度
は
11
月
14
～
18
日
の
５
日
間
、
医
学
生
２
人
を
受
け
入

れ
た
（
写
真
下
）。

　

第
67
回
予
防
医
学
事
業
推
進
全
国
大
会
が
２
０
２
２
年

10
月
28
日
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
活
力
あ
る
健
康
長

寿
社
会
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
支
部
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
―
―
鹿
児
島

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
大
石
充
氏
（
鹿
児
島

大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
心
臓
血
管
・
高
血
圧
内

科
学
教
授
）
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
記
念
式
典
で
は
、
予
防
医
学
事
業
の
発
展
・
向
上

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
40
人
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
会

か
ら
は
統
計
事
務
部
長
の
石
山
稔
に
中
央
会
賞
（
小
宮
記

念
賞
）
が
、
地
域
・
学
校
保
健
事
業
部
と
母
子
保
健
検
査

部
の
職
員
２
人
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

本
会
で
は
毎
年
、
東
海
大
学
医
学
部
看
護
学
科
が
行
う

公
衆
衛
生
看
護
学
に
関
す
る
統
合
実
習
に
協
力
し
て
い
る
。

今
年
度
も
10
月
11
日
に
６
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
。

第
67
回
予
防
医
学
事
業
推
進

全
国
大
会
が
開
催

産
業
医
科
大
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力

東
海
大
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力

　

本
会
の
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
で
の
研
究

成
果
を
母
子
保
健
検
査
部
小
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
の
渡

辺
和
宏
が
「
21
水
酸
化
酵
素
欠
損
症
の
新
生
児
マ
ス
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る21D

O
F

、（4A
D

＋17α
O

H
P

）

/F

お
よ
び11D

O
F/17α

O
H

P

の
高
度
な
妥
当
性
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
執
筆
し
た
。

　

世
界
で
も
有
数
の
検
査
規
模
を
誇
る
本
会
の
新
生
児
マ

ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
た

本
論
文
は
、「
21
水
酸
化
酵
素
欠
損
症
患
者
を
よ
り
効
率

的
に
早
期
発
見
す
る
た
め
の
検
討
を
行
い
、
日
本
独
自
の

検
査
指
標
の
有
用
性
を
示
し
た
」
と
し
て
、
米
国
内
分
泌

学
会
が
発
行
す
る
『The Journal of Clinical Endocrinology 

M
etabolism

（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）』
に
２
０
２
２
年
９
月
８
日
に

掲
載
さ
れ
た
。〈
米
国
内
分
泌
学
会
＝
内
分
泌
学
に
関
し

て
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
学
会
。
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
＝
内
分
泌

の
臨
床
研
究
と
診
療
に
関
す
る
査
読
誌
〉

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
大
腸
が
ん
に

つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
い
く
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
「
Ｔ
ｏ

ｋ
ｙ
ｏ
健
康
ウ
オ
ー
ク
」（
主
催　

東
京
都
、
ブ
レ
イ
ブ

サ
ー
ク
ル
運
営
委
員
会
）
が
２
０
２
２
年
11
月
13
日
に
東

京
都
国
立
市
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
８
５
０
人
の
市
民
が

参
加
し
た
。
本
会
は
、
40
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
と
し

た
「
無
料
大
腸
が
ん
検
診
」
に
協
力
。
３
０
０
人
の
便
潜

本
会
の
新
生
児
マス
ス
ク
リ
ー
ニン
グ
事
業
の

研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
が

米
国
内
分
泌
学
会
誌
に
掲
載

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
２
に
協
力

血
検
査
の
検
体
を
受
け
付
け
た
。

●
第
４
０
２
回
東
京
産
科
婦
人
科
学
会
例
会
が
２
０
２
２

年
９
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
久

布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

●
第
38
回
日
本
診
療
放
射
線
技
師
学
術
大
会
が
２
０
２
２

年
９
月
16
～
18
日
、「
タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
に
伴

う
業
務
拡
大
を
推
進
し
よ
う
―
―
革
新
へ
の
挑
戦
」
を
テ

ー
マ
に
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
放
射
線
部
の
職
員

１
人
が
参
加
し
た
。

●
第
30
回
日
本
が
ん
検
診
・
診
断
学
会
総
会
が
２
０
２
２

年
９
月
29
～
30
日
、「
が
ん
検
診
・
診
断　

次
の
一
歩
‼ 

w
ith corona/after corona 

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
踏

み
出
し
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

●
第
31
回
日
本
婦
人
科
が
ん
検
診
学
会
総
会
・
学
術
講
演

会
（
同
時
開
催
：
第
36
回
関
東
臨
床
細
胞
学
会
学
術
集
会

／
第
39
回
神
奈
川
県
臨
床
細
胞
学
会
学
術
集
会
）
が

２
０
２
２
年
10
月
15
～
16
日
、「
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
と

受
診
者
ニ
ー
ズ
を
備
え
た
細
胞
診
・
検
診
に
向
か
っ
て
」

を
テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
久
布
白
兼
行
と
地
域
・
学
校
保
健
事
業
部

事
業
二
課
、
母
子
保
健
検
査
部
母
子
保
健
検
査
二
科
の
職

員
２
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
演
題
で
母
子
保
健
検
査
部
母
子
保
健
検

査
二
科
の
梅
田
昂
暉
が
「
閉
経
後
女
性
の
萎
縮
像
に
お
け

る
過
大
・
過
小
評
価
例
の
検
討
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

●
第
１
４
４
回
関
東
連
合
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
・
学
術

集
会
が
２
０
２
２
年
10
月
15
～
16
日
、
山
梨
県
甲
府
市
で

開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
久
布
白
兼
行
が
参

加
し
た
。

●
第
30
回
日
本
消
化
器
関
連
学
会
週
間
（
Ｊ
Ｄ
Ｄ
Ｗ　

２
０
２
２　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
）
が
２
０
２
２
年
10
月
27

～
30
日
、
福
岡
県
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
消
化
器
診
断
部

長
の
川
崎
成
郎
が
参
加
し
た
。

●
第
56
回
日
本
側
彎
症
学
会
学
術
集
会
が
２
０
２
２
年
11

月
４
～
５
日
、「
伝
承
と
伝
統
、
そ
し
て
革
新
」
を
テ
ー

マ
に
千
葉
県
浦
安
市
で
開
催
さ
れ
、
事
業
本
部
地
域
・
学

校
担
当
本
部
長
の
阿
部
勝
已
と
地
域
・
学
校
保
健
事
業
部

長
の
高
橋
政
道
、
同
部
事
業
一
課
の
職
員
１
人
が
参
加
し

た
。

●
第
61
回
日
本
臨
床
細
胞
学
会
秋
期
大
会
が
２
０
２
２
年

11
月
５
～
６
日
、「
細
胞
診
と
学
際
」
を
テ
ー
マ
に
宮
城

県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
久
布

白
兼
行
と
母
子
保
健
検
査
部
母
子
保
健
検
査
一
科
の
職
員

２
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
う
ち
綾
部
友
紀
は
「
Ａ
Ｓ
Ｃ

-

Ｈ
症
例
の
検
討
―
―
異
型
細
胞
集
塊
の
出
現
状
態
と
核
分

裂
像
を
中
心
に
」
と
題
し
て
本
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
し
た
。

●
第
32
回
日
本
乳
癌
検
診
学
会
学
術
総
会
が
２
０
２
２
年

11
月
11
～
12
日
、「Breast A

w
areness

―
―
知
識
と
意

識
を
行
動
へ
」を
テ
ー
マ
に
静
岡
県
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
、

地
域
・
学
校
保
健
事
業
部
事
業
二
課
の
職
員
２
人
が
参
加

し
た
。

●
第
53
回
全
国
学
校
保
健
・
学
校
医
大
会
が
２
０
２
２
年

11
月
12
日
、「
子
ど
も
た
ち
の
『
生
き
る
力
』
を
育
む
」

を
テ
ー
マ
に
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
事
業
本
部
地

域
・
学
校
担
当
本
部
長
の
阿
部
勝
已
が
参
加
し
た
。

学
術
集
会
への
参
加
等

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 地域・学校保健事業部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1火曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側弯症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

鮎澤 衛
日本大学医学部
客員教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院
名誉院長

岡田知雄
日本大学医学部
客員教授

鈴木眞理
跡見学園女子大学
心理学部特任教授

外来日 第３木曜日 午前 第１木曜日 午後 不定期 第１火曜日 午後 第２月曜日 午後
第４金曜日 午後 第３火曜日 午後 第２木曜日 午後
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